
※令和４年度以降入学生用 

学校番号 １０１３ 

 

令和５年度 国語科 

 

教科 国語 科目 現代の国語 単位数 １単位 年次 ２年次 

使用教科書 精選「現代の国語」 （明治書院） 

副教材等 高校生必修語彙ノート 改訂版 （桐原書店） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・さまざまなテキストに触れ、多様なものの見方・考え方を養っていってください。 

・学びの主体となって、臆せず自分の考えを言葉にし、表現してください。 

・他者の意見を尊重し、自分の思考の枠組みを更新していってください。 

・テキストを読んだり自分の考えを表現したりするのに必要な知識を、自ら進んで身につけてください。 

・自分の実生活とテキストのつながりを考えるようにしてください。 

２ 学習の到達目標 

・さまざまなものの見方・考え方を養う。・社会的な課題を自分事として考える。 

・自分と違う時代や環境に生きる人たちを理解しようとする姿勢を身につける。 

・〈意見〉〈根拠〉〈事例〉の構造を理解し、自分の考えを表現する力を身につける。 

・テキストをめぐるさまざまな問いに対する答えを、自分の言葉で表現できるようになる。 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観
点 

ａ 知識・技能 ｂ 思考・判断・表現 ｃ 主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

・テキストを読んだり自分の考えを

表現したりするために必要な、知

識・技能を身につけている。 

・さまざまなものの見方・考え方を理解す

る。 

・テキストをめぐるさまざまな問いに対する

答えを、自分の言葉で表現する。 

・自分と違う時代や環境に生きる人たちにつ

いて、理解することができている。 

・〈意見〉〈根拠〉〈事例〉の構造を理解し、

自分の考えを表現する力を身につける。 

・社会的な課題を自分事として考え

る。 

・学びの主体となって、臆せず自分の

考えを言葉にし、表現しようと努力す

る。 

・自分の実生活とテキストのつながり

を考える。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

学
期 

単元の学習内容 単元の評価規準 
評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

１
学
期 

文章を設計図に分ける ａ：随想の頻出語を学び、扱えるようにな

る。 

ｂ[読]短文を読み、〈意見〉〈根拠〉〈事例〉に

分けることができる 

ｃ：授業プリントをすべて提出する。 

ワークシート 

小テスト 

ワークシート 

定期考査 

パフォーマン

ステスト 

ワークシート 

振り返りシート 

［教材］ 

内田樹「働くことの意味」 

２
学
期 

論文に慣れよう 
ａ：小説の頻出語を学び、扱えるようにな

る。 

ｂ[書]：：文章を読んで「自分の人生の中で

最も印象深いエピソード」について書く。 

ｃ：授業プリントをすべて提出する。 

ワークシート 

小テスト 

ワークシート 

定期考査 

パフォーマン

ステスト 

ワークシート 

振り返りシート 

［教材］ 

平田オリザ「わかりあえないこと

から」 



※令和４年度以降入学生用 

４ 学習の活動 

※表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度   

※単元の評価規準[ｂ]について…括弧内には[ 話／聞、書、読 ]のどれか一つを記入して下さい。 

※年間の各領域時間数 

  ・話すこと／聞くこと …  （ ２０ ）時間 

  ・書くこと      …  （ ３０ ）時間 

  ・読むこと      …  （ １０ ）時間 

３
学
期 

自分の意見を持つ 
ａ：評論の頻出語を学び、扱えるようにな

る。 

ｂ[話／聞]：文章内で扱われるテーマに対

し、自分の考え（意見）を持つことができる。 

ｃ：授業プリントをすべて提出する。 

ワークシート 

小テスト 

ワークシート 

定期考査 

パフォーマン

ステスト 

ワークシート 

振り返りシート 

［教材］ 

鷲田清一「自他のあいだの

〈間〉」 


